
県議が本会議や委員会に出席した際、日当や交通費として費用弁

償が支給されています。１２月議会では、費用弁償の支給対象を全員

協議会などにも拡大する条例案が提出されました。尾村県議は、ただ

一人反対討論に立ち、日当に一律７,４００円を支給する積算根拠は明

確ではないと指摘。費用弁償は廃止するよう求めました。

自民・公明政権は、消費税の増税をねらっています。国民に負担を

押しつける前に税金のムダづかいを改めるべきです。日本共産党は、

軍事費の削減、大企業優遇の不公平税制の是正を求めています。

県議会でも市議会でも、消費税増税は許さないと主張しています。

（県議会で質問に立つ尾村利成県議） 尾
村
県
議
は
、
県
内
で
も
非
正
規
労
働
者
が
次
々
と

雇
い
止
め
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
指
摘
。
そ
し
て
、
県
の

誘
致
企
業
で
あ
る
出
雲
村
田
製
作
所
が
五
十
九
億
円

も
の
助
成
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

県
民
の
税
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
企
業
に
は
、
雇
用
を

守
る
社
会
的
責
任
が
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

溝
口
知
事
は
、
実
態
の
把
握
や
若
者
の
就
職
支
援
な

ど
雇
用
問
題
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
く
む
と
答
弁
。

ま
た
、
尾
村
県
議
は
、
中
小
業
者
の
制
度
融
資
の
柔

軟
で
弾
力
的
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
松
江
市
議
会
で

は
、
か
た
よ
せ
市
議
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

提
案
し
、
建
設
業
者
の
仕
事
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

①

解
雇
、
雇
い
止
め
に
さ
れ
た
労
働
者
の
救
済
（
住
宅
の
確
保
、
臨
時
的
仕
事
の
確
保
、
生
活
保

護
の
適
用
な
ど
）
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。

②

県
内
各
企
業
に
、
非
正
規
切
り
防
止
の
厚
労
省
通
達
の
周
知
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。
違
法
行
為

の
有
無
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
通
達
内
容
に
基
づ
く
指
導
・監
督
を
は
か
る
こ
と
。

（保険証取り上げは各紙が注目）

（島根労働局に申し入れる県議、市議）

松
江
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
滞
納
の
制
裁
措
置
と

し
て
、
八
百
八
十
世
帯
か
ら
保
険
証
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
何
ら
責
任
の
な
い
百
十
六
人
の
子
ど
も
が
無
保

険
の
状
況
で
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
保
険
証
が
な
く
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
行
け
な
い
子
ど
も
の
実
情
を
県
議
会
で
告
発
。
飯
塚
市

議
は
、
無
慈
悲
な
保
険
証
の
取
り
上
げ
中
止
を
迫
り
ま
し

た
。
議
会
論
戦
が
実
り
、
松
江
市
で
は
子
ど
も
に
は
無
条

件
で
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
高
い
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
保
険
証

取
り
上
げ
を
中
止
さ
せ
る
た
め
力
を
尽
く
し
ま
す
。

暮らしと命を守る
議席として県民の
立場で筋を通す 

給与の二重取りでは・・・ビックリしました

議員が議会に出席するのは当たり前です。議員報酬の他に議会に出ると

日当が出ているとはビックリ。仕事がなく、生活に困っている人がたくさんいる

のに許せません。尾村県議だけこの条例に反対しました。賛成した人は、県

民の苦しみがわかっているのでしょうか。  （議会傍聴した岩田剛さん）


